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１．背景 

徳島大学 i.School は、「徳島」から日本や世界

を変えるイノベーションを実現することを目指

し、イノベーション創出プロセスを設計、実施で

きる人材を「徳島」において育成することを目的

として徳島大学で実施されているプログラムで

ある。各年 5-6 回開催されるワークショップ（WS)

ごとに異なる手法を用いてアイディアを創出ま

たは精緻化する実践訓練を行い、プロセス理解を

図っている。取り上げている手法は 2009 年より

運営されている東京大学 i.School（現在は一般

社団法人日本社会イノベーションセンター：JSIC）

に開発されたもので、本手法はアイディア創出に

有効であることが示されている。1 また、WSでは

電子付箋 Web ツール APISNOTE を用いて発言やア

イディアの記録し、協働と振り返りを行いやすく

している。 

手法やツールが東京大学 i.School と同じであ

っても、徳島大学 i.School のファシリテーター

や生徒の性質がアイディア創出の数や質に影響

をしている可能性がある。徳島大学 i.School で

開催される WS におけるアイディア創出に影響す

る因子を明らかにすることで、プログラムの質的

向上に寄与できる可能性がある。 

ただし、アイディアの質を評価することが難しい

ことから、アイディアの数を評価項目とする。

i.School 手法を用いた先行研究においてアイデ

ィアを一定数出し、Trial and Error を繰り返す

ことが創造的なアイディア創出に必要であるこ

とが明らかとなっている。1 

２．目的 

徳島大学 i.School においてアイディア創出数

にかかる因子を明らかにする。 

３．手法 

第 4回 WSをサンプルとして、APISNOTEの記録

よりワークショップ内の発言数とアイディア創

出数を集計し、アンケートより、性別、年齢、

i.School の受講歴（i.School は通年履修生とし

て参加した後、通年生を支援するディスカッショ

ンパートナーの立場で参加することが可能とな

っている）、開始時及び終了時の態度、準備状況、

APISNOTEに対する使用意図について回答を得た。 

・i.School の受講歴は「i.School に参加し始め

てから何年ですか？」に対して年数で回答を得た。 

・開始時の態度は「授業開始時の態度を教えてく

ださい」に対して 4 段階で評価を得た。 

・終了時の態度は「授業への満足度を教えてくだ

さい」に対して 100 点満点で回答を得た。 

・準備状況は「事前連絡（PDF)をどの程度読み込

みましたか？」「課題図書をどの程度読み込みま

したか？」「事例収集はどの程度準備しました

か？」に対して 4 段階で回答を得て、その合計で

評価した。 

・APISNOTE に対する使用意図は「Apisnote を使

用する価値があると思う」「私は Apisnote を今後

頻繁に使用すると思う」に対して 4段階で回答を

得て、その合計で評価した。 

WS中は発言ごとに APISNOTE 内の付箋に書き、署

名をして指定されている領域に、指定の付箋の色

で張り付けることがルールとなっている。よって、

領域、色、署名を参考にして発言の種類と発言者

を判断し、集計した。 
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４．結果 

WSに参加した 18名から参加同意を得て、アン

ケートを回収した。男性 6 名・女性 12 名、平均

年齢 21.17（SD±4.76）歳、平均 i.School 経験年

数 1.5（SD±0.90）年となった。 

APISNOTEには 1423枚の付箋があり、そのうち 679

枚は署名がなく発言者を特定できなかった。参加

者一人当たり付箋数は 39.28±21.8、アイディア

数は 5.89±3.87 であった。 

アンケートより開始時及び終了時の態度、準備状

況、ツールの使用意図については表１に記載する。 

アイディア数と各項目の関連を見たところ、付箋

数との有意な正の相関であった（r=0.63, p<0.01）

が、その他に有意な関係は見られなかった。付箋

数以外の項目を独立変数として重回帰分析を行

ったところ年齢が選択され、ANOVA の結果は有意

であったが、適合度は低かった。（表２） 

また、付箋数と各項目の関連について検証をした

が、有意な関係は見られなかった。 

５．考察 

アイディア数と付箋数は WS への取り組み態度

やツールの使用意図と独立していることから、態

度以外の何かが影響していると考えられる。 

態度以外の要素は年齢に関連するものであるこ

とが示唆される。年齢が高い人に遠慮をして付箋

数を出していない可能性や人生経験が影響をし

ている可能性などが考えられる。 

i.School 受講歴がアイディア数や付箋数と相関

がみられなかった。WS を通じて紹介する手法は

毎年同じであることから、各手法の利用経験がア

イディア創出にすぐにつながらないことが示唆

される。 

アイディア数及び付箋数と APISNOTE の使用意図

に相関がなかったことから、APISNOTE がアイデ

ィア創出の障壁になっていないことが示唆され

る。 

６．結語 

徳島大学 i.School においてアイディア創出数

にかかる因子として年齢が選択されたが、今回観

察した以外の要素が影響していることが疑われ

る。より多くのアイディアが創出されるべく改善

するには、年齢がどのように影響をしているのか、

また受講歴がなぜ影響をしていないのかを調査

する必要があると考えられる。 
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表２　アイディア数の重回帰分析結果

下限 上限
定数 -3.97 0.31 -12.02 4.08
年齢 0.47 0.59 0.02 0.1 0.84
R2=0.35

p変回帰係数

標準
偏回帰係

95%信頼区間

ANOVA p=0.02

r p r p

性別 男性6，女性12 － 0.25 － 0.62 Mann-WhitneyのU検定

年齢 21.17 ±4.76 0.32 0.20 0.11 0.66 Spearmanのロー

i.Schoolの受講歴 1.50±0.90 -0.02 0.96 0.23 0.39 Spearmanのロー

開始時の態度 2.89±0.99 － 0.83 － 0.52 Kruskal-Wallis検定

終了時の態度 77.06±13.46 0.21 0.40 0.06 0.82 Pearsonの相関係数

準備状況 8.78±1.31 － 0.42 － 0.86 Kruskal-Wallis検定

APISNOTEに対する
使用意図

6.06±1.39 － 0.62 － 0.69 Kruskal-Wallis検定

付箋数 39.28±21.8 0.63 0.01 － － Pearsonの相関係数

アイディア数 5.89±3.87 － － － － －

表1　アイディア数及び付箋数との関連

項目 mean±sd

アイディア数 付箋数

検定方法
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